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令和元年度(2019) 事業報告総括 

  

 平成 31 年 4 月、平成の年号が終わり新しい年号名を気になりながら待った数か月であっ

た。令和が決定したとき美しい響きに納得し、新年号を期待した 1 年にしたいと思いなが

らスタートさせた。 

温暖化傾向が原因と思われる風水害による激甚災害が続発した 1 年であった。熊本県は

大きな被害がなく、当法人が運営できたことに感謝している。 

 

①スキルアップ事業部「ikoi」を立ち上げ、職員の育成及び研修等幅広く人材育成、管理

に取り組んだ。効果を判断するのは時期尚早かもしれないが、退職が少なく中途採用が増

加している。来年度にしっかり結び付けていきたい。毎年採用に結びついていた松橋高校

からの応募がなかったことは残念な結果となった。少子化による松橋高校自体の定員減が

大きい問題でもある。 

②5 月に入り外国人技能実習生受け入れ管理団体が決定した。経験豊富な公益財団法人国

際労務管理財団の熊本営業所が設立し契約を結ぶことができた。 

10 月面接予定が送り出し機関変更により 11 月に実施。職員 2 名が中国へ出張し、面接を実

施し男性 1 名女性 1 名を決定することができた。 

③5 月開催評議員会で運営に携わる職員を理事として承認される。公正を保つために外部

理事を 1 名任命し、法人運営の強化を図る。任期は令和元年 6 月 14 日から 2 年間とする。 

④医療面では昨年に続き宇城総合病院と連携が取れ、前年度より死亡退所件数が少なか

った。早めの入院治療効果が見られたと推測する。 

⑤IT 及び ICT 化を大野橋福祉センターから進めた。請求システムほのぼのと連携したケ

アパレットを導入した。職員がタブレット入力で少しづつ便利さを感じ取り組んでいる。 

⑥新型コロナウイルスが世界中に大流行。このことは法人だけの問題でなく世界中で人

の動きが制限され、経済が大打撃を受けている。法人においては事業縮小に至っていない

が、1 月 28 日に日本で感染者が発症。その後感染が拡大し続け、2 月 21 日熊本市で感染者

が発症。22 日緊急会議を開催し、ご家族の面会制限と職員の健康管理と不要不急の外出を

自粛することとした。宇城市での発症がないことで運営が続けられている。 

３密（密閉・密集・密接）を避ける・外出の自粛・換気・手洗い・マスク着用 

今年度も自粛が続けられている状況である。学校休校が３月初めから続き、小中学校生

を抱える職員が特別休暇を取りながら勤務協力している。 

 

今後は新型コロナウイルスの影響で社会全体が大きく変わっていくと予測される。人と

人との営みは不変であるが、「働き方改革」が進んでいくことだろう。いろんな感染症と折

り合っていかねばならない時だと考える。 

職員が一丸となって法人を運営した。各部署各事業所報告は以下の通り。 



 

 

令和元年度 主要行事報告   

４ 月 

・ 新任職員（新卒採用 4名）辞令交付（1日） 

・ 地域交流の集い開催（桜の花見、初の日中開催）（3日） 

・ 熊本県議選不在者投票 10 名（宇城市立会い）（4日）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

・ 花まつり（会食会）開催（8日） 

・ 松橋高校入学式出席 (施設長) (8日)  

・ 竹崎地区老人会総会出席（施設長）（10日） 

・ 水光会歓迎会 167 名（26 日）    

・ つつじまつり開催 (30日) 

 

５ 月 

・ 松橋高校体育祭出席 (施設長) (12 日) 

・ 豊福老人会訪問 (14 日) 

・ 第 5駐車場へ砂利運搬・整備を職員にて施工（3トンダンプ 6回）（14日） 

・ 監事監査（17日） 

・ 職員研修会開催「ストレスマネジメント」(23日) 

・ 県老人福祉施設看護介護職員研修会（27日） 

・ 第 1回理事会（ケアハウス下通り）（30日） 

・ 夜勤従事者健診 102 名 (31 日) 

 

６ 月 

・ 創立記念日満 53年 (1日) 

・ 公益財団法人国際労務管理財団 IPM より説明会開催 宇城市 5特養参加（5日） 

・ 城南地区高齢福祉研修会（理事長・他 9名）（8日） 

・ 福寿祝い 豊福阿蘇神社宮司による神事（8 日） 

・ 評議員会、理事会新理事（14日） 

・ 小川ふれあう会 除草ボランティア (14日) 

・ 小川中職業講話（14日） 

・ 指導監査説明会 (21 日) 

・ 認知症実践者研修実習受入れ（24～25日） 

・ 職員研修会開催「感染症関係」(26 日) 

・  

７ 月 

・ 外国人技能実習制度評価者アセッサー養成講習（1日） 

・ 社会福祉法人制度改革セミナー（9日） 



 

 

・ 希望の里 ミニバレーボール大会 （事務局当番しらぬい荘）(13 日) 

・ 省エネ対策設備工事（16 日～17日） 

・ 九州老人福祉施設大会（佐賀）（18日） 

・ 参議員選不在者投票 10名（宇城市立会い）（18日） 

・ 竹崎グラウンドゴルフ愛好会ボランティア 16名(19 日) 

・ 職員研修会開催「ターミナルケア研修」（25 日） 

・ 認知症実践リーダー研修受け入れ (29 日～31日) 

 

８ 月 

・ 納涼盆踊り大会開催（2日） 

・ 松橋高校職場見学受入（8日） 

・ 熊本学園大学実習受入 (8日～9/17) 

・ 宇城感染対策ラウンド研修会Ⅱ（20日） 

・ 認知症実践リーダー研修受け入れ (20 日～23日) 

・ ワークキャンプ（小学生）（30名）（21 日） 

・ ワークキャンプ (中・高生) （19名）(26 日～27 日) 

・ 尚絅大学管理栄養士実習受入（26～30日） 

・ 八代農業高校職場見学受入 (28日) 

 

９ 月 

・ 尚絅短大栄養士校外実習 2名受入 (2日～7 日) 

・ 職員研修会開催「救急法研修」 (3日) 

・ 外国人人材受入れセミナー（4日） 

・ 竹崎区体育祭 (グランドゴルフ)職員 10名参加 (8日) 

・ 採用試験 (17日) 

・ 松橋中学職場体験学習 3名受入 (18 日～19 日) 

・ 敬老会開催（まこと幼稚園 46名・宇土高校太鼓 23名）（21 日） 

・ 消防訓練実施（昼間想定）（25日） 

・ 職員研修会開催「認知症ケア研修」(26日) 

・ 小川中学職場体験学習受入 (26日～28 日) 

・ 九州中央リハ学院リハ介護福祉士実習受入（29日～10/15） 

・ 外国人受入先進施設見学（27日） 

 

１０ 月 

・ 社会福祉法人労務研修会（4日） 

・ 自動ドア設置工事（リハ室～デイセンター間）（8日～10日） 

・ 松橋高校 PTA視察見学会（9日） 



 

 

・ 八代農業高校インターンシップ受入（21日～23日） 

・ 認知症実践者研修実習受入（7名）（21 日） 

・ 職員研修会開催「事故防止」(23日) 

・ 九州中央リハ学院介護実習ⅡA 2名受入（28日～11 月 22日） 

・ 全国老人福祉施設研究会議（愛媛県）（29日～31日） 

・ 働き方改革セミナー (30 日) 

・ 登仙忌（創設理事長 28回忌）（31 日）永平寺参詣（16 日～18日） 

 

１１ 月 

・ 希望の里ソフトボール大会（2日） 

・ 宇城市特養経営懇話会（6日） 

・ 企業ボランティア 関連企業(サテライト含む) (9 日) 

・ 清香園感謝祭 (9 日) 

・ 中国蕪湖市技能実習生面接（10日～14 日） 

・ 久留米市城島地区 民生・児童委員 19 名視察見学（12日） 

・ 慈愛園創立 100周年記念式典（施設長）（16 日） 

・ 県介護入門的研修施設見学（18日） 

・ 竹崎グラウンドゴルフ愛好会ボランティア 16名 (18 日) 

・ 認知症介護実践者実習受入（19日～20 日） 

・ 熊本労災看護専門学校老年看護学実習 19名受入（20～12/3 日） 

・ 菊池恵楓園 110周年記念式典（21日） 

・ 特定建築物・建築設備防火設備定期検査（21日） 

・ 職員健診（35才以下及び非常勤職員） (25 日) 

・ 職員研修会「権利擁護」（28日） 

・ 秋祭り（マルシェ 2階大ホール） (29 日) 

 

１２ 月 

・ 介護の輪ボランティア来荘 67名（1日） 

・ 法人職員忘年会（互助会主催）（6日） 

・ 年金受給者協会ボランティア清掃 16名（9 日） 

・ 音楽ボランティア 4名来荘（ASウィンドアンサンブル）（14日） 

・ 利用者忘年会 (17 日) 

・ 年末歌合戦開催 大ホール（20日） 

・ 職員研修会「感染症予防」(25日) 

・ 餅つき、仕事納めの式（27日） 

 

 



 

 

１ 月 

・ 仕事始めの式（4 日） 

・ 宇城市賀詞交歓会  (6日) 

・ 利用者新年会（9 日） 

・ 竹崎区どんどや（老人会・清香園・子供会・地域住民・消防団等協力）（11日） 

・ くまもと若者×しごと 2020マッチングフェスタ ウイング松橋（18日） 

・ 竹崎区初会（施設長）（19日） 

・ ケアハウス下通り 実施監査（22日） 

・ 受動喫煙防止等セミナー宇城振興局（30日） 

・ 中国蕪湖市実習先へマスク 1000枚送付（30 日） 

・ 熊本県日中協会及びアジアクラブを通じ、中国へマスク贈呈に協力 3000枚（31日） 

 

２ 月 

・ 介護サービス事業者認証評価制度普及セミナー（7日） 

・ ヘビークレーム対応研修（10日） 

・ 竹崎区新年会（11 日） 

・ まこと幼稚園卒園児発表会 (14日) 

・ 城南ブロック研修「ほめ達」 (施設長他)（17日） 

・ 実務者研修職場体験実習受入（18日～20日） 

・ 緊急代表者会議（昨夜熊本県で新型コロナウイルス感染者発症）（22 日） 

（利用者面会制限及び研修、会議等の中止…等）※特別掲載参照 

 

３ 月 

・ 自然災害防災訓練（宇城消防立会い）（2日） 

・ 新規採用事務手続き（2日・4日） 

・ 第三者委員会（18 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※特別掲載（ホームページにも掲載） 

「新型コロナウイルスに対する当法人の対応について（経過報告 抜粋）」 

令和 2 年 4 月 29 日現在 

 

当法人ではご利用者とご家族の安全・安心と生活維持、また、地域住民、関係業者、職

員の安全・安心な業務遂行のため、新型コロナウイルスに対しての対策を講じています。 

 

令和 2 年 

2/19（水） 

◆代表者会議にて、現状確認及び情報共有を行い、インフルエンザ同様に職員一人一人が

警戒に努めるように周知する。 

2/21（金） 

◆熊本県内で新型コロナウイルス感染者の第 1 号が発生する。 

2/22（土） 

◆代表者非常招集し、「緊急対策会議」実施   下記は決定・相談・共有内容抜粋 

①面会制限の実施（必要に応じて、電話にてご家族への状態報告） 

②関係業者一部自粛要請と感染対策の徹底依頼  

③通所介護・短期入所の運営検討（送迎時の検温・体調確認の徹底、家族送迎時は玄関に

て対応） 

④研修及び行事等の可能な限りの延期及び中止（職員研修会・職場体験など） 

⑤職員への外出等を控える行動の協力要請おこなう 

⑥職員への出勤前、就業前、昼休憩前の体温測定と体調確認 

⑦地域交流スペース等の使用確認（宇城圏内で発生した場合に中止とする） 

⑧各部署で情報収集に努めるように周知 

⑨各フェーズ状況に応じた対応項目の内容と疑問点の確認  

例フェーズ１「熊本県内での感染者が出た場合」 など 

⑩新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安確認 

⑪その他（検討・対策・周知した内容） 

・訪問販売、売店利用、外部委託業者の出入り 

・生活用品の売店の在庫を増やしておく必要がある 

・職員の出勤→ガイドラインどおり、マスクおよび消毒液の在庫と入荷予定の確認 

・外出行事、ボランティアは中止、サークル活動等も中止     など 

2/25（火） 

◆新型コロナウイルス感染予防対策に伴う臨時感染症褥瘡予防委員会 

（１）厚生労働省 介護保険最新情報 VOL７６７～７６９の文章内容の周知 

●職員等への対応 

・職員は出勤前に各自で体温計測を行い、37.5 度以上の発熱がある場合は出勤を行わない

こと 



 

 

●委託、外部業者への対応について 

・業者等については、物品の受け渡し等は玄関など施設の限られた場所で行う事が望まし

い 

●面会者への対応について 

・感染経路の遮断という観点で、救急・看取りなどの場合の面会者の来荘を除き面会制限

を行う 

●利用者の対応について 

・通所、短期入所サービス利用者については、送迎車に乗車する前に、家族または職員が

本人の体温を計測し、発熱が認められる場合は利用を断る 

・通所利用者と施設利用者の接点の隔離化 

リハビリ室の使用を通所利用者と施設入所者で分けて行う 

⑤ 職員へのソリューションウォーターの積極的利用 容器は個人購入 

・ソリューションウォーターのみ施設より提供 

2/28（金） 

◆職員マスク使用について周知（医師相談後）ほか 

・マスクを 1 日 1 枚でガーゼを取り替えるなどして対応し、在庫確保に努める。 

・基本的な感染予防策（手洗い・うがい・咳エチケット）を確実に行う 

・規則正しい生活（栄養を十分にとり、休養する）などに努める  など 

3/9（月） 

◆感染症食中毒褥瘡予防委員 

●新型コロナウイルス対策マニュアルについて検討と周知 

3/18（水） 

◆運営会議にて「新型コロナウイルス感染症対策に伴う面会制限継続」を決定する。 

ご家族へは電話連絡を行い、協力を求める。ホームページおよびフェイスブックにてもお

知らせする。 

3/19（木） 

◆代表者会議実施 

新型コロナウイルス対策等について重要議案として会議の実施 

 以下決定事項及び確認事項 

●新型コロナウイルスを持ち込まないように個人で注意することの確認 

●面会制限 継続、ホームページアップ（ＦＢ） 

●備蓄関係確認 マスクおよび消毒液など マスク手作りの推進 紙オムツ等の備品確認 

●4 月の行事等全て中止 

●嘱託医回診受診場所 医務室にて全て行う   など 

4/3（金） 

◆臨時感染症食中毒・褥瘡予防委員会 

（１）新型コロナウイルス感染予防について 

●不要不急の外出の徹底 



 

 

●人の多く集まる場所、換気ができない密閉された場所への出入りを控える 

●グループでの集まりや食事会などを控える 

●体調が悪い時は出勤せず速やかに申し出る 

●バランスの良い食事を摂る。十分休息をとり日々の健康管理に努める。 

●就業前、１ケア１手洗い、手指消毒の徹底。休日、自宅においても気がけて行う。 

●館内のドアノブ（すべての出入り口）、手すりなど不特定多数の者が触れる箇所は最低１

日２回の清掃を行う。 

●職員は１日３回の検温を徹底する。 

●定期的な換気の徹底。 

（２）施設内で感染者が発症した場合の対応について（マニュアルの確認） 

・各課緊急連絡網を整備 グループラインなど SNS の積極的利用の推進 

4/8（水） 

◆運営会議実施  

・面会制限の継続の検討、緊急連絡網整備（連絡手順の見直し）、各種行事、各種委員会、

各部ミーティングなど基本的にはすべて中止（ソーシャルディスタンスの実践） 

同時に施設サービス・在宅サービス利用者ならびにご家族等への面会制限継続のご協力と

お願い文書を送付する。 

4/11（土） 

◆新型コロナウイルス感染症について（法人事業所内 注意喚起文書周知） 

感染症・褥瘡予防委員会より 

4/22（水） 

◆職場内環境の見直し ⇒ ソーシャルディスタンスの実践 

・できる限り机を離す 食事休憩場所の分散化 会議室やホール等を使用しての食事 

4/24（金） 

◆テレワークの実践および検討 

居宅介護支援・相談課・総務課など、テレワークが可能な部署は積極的にテレワークの開

始および実施に向けた検討を図る。今後も起こり得る災害や感染症対応時のリスク管理と

試験的導入になる。 

4/28（火）4/30（木） 

◆WEB にて研修受講 

・介護職種向け講座の試験的受講 

5 月も引き続き研修、イベント中止 

◎検討・進行中・準備中◎ 

・ZOOM を活用した会議等の実施 

・ネット及び配信動画を活用した研修の開催 

・新型コロナウイルス発症時の対応 

・必要な備品、物品の確保と管理 

・マニュアルの周知、見直し 



 

 

・連絡網の再確認 

・ケア提供時の必要物資（オムツ、プラスチックグローブほか）の確保（2.3 ケ月分を目安

に） 

・職員への新型コロナウイルスに対する精神的不安への働きかけとストレスコーピング 

・非常食の増量    

・非常事態解除後の笑顔が生まれる行事等の検討     など 

以上 

  



 

 

ｽｷﾙｱｯﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ事業部 

1. 各種研修について 

出張研修については、キャリアや職種に応じて、「介護技術」「認知症研修」「看

護知識・医療的ケア」などの介護現場実践に活かせる研修や「モチベーション

アップ研修」「キャリアパス研修」などの能力開発研修、法人運営に関する「介

護施策情勢報告」「IT 活用」「人材育成・人事考課研修」など、様々な研修に多

くの職員が参加し、個人レベル又は組織レベルで、現状の確認と課題を見つけ

ることができた。また、多くの職員が自主的に、研修参加の希望を表明してき

てくれたことは学習意欲の高さと向上心の表れだと評価している。課題として

は、事業所間で研修参加の機会に格差があること、調理員や事務職の研修の機

会が少ないことがあげられる。 

 内部研修については、法令で実施が義務付けられている研修は予定通り実

施することができている。義務研修以外では、中堅職員研修（年 2回）で、「他

者理解」「アンガーマネージメント」、就業 3年未満者研修（年 2回）では、「高

齢者虐待防止・身体拘束禁止」「高齢者福祉法・介護保険法」などキャリアに応

じて身につけてもらいたい能力と知識を深める研修を実施した。その他、新任

職員フォローアップ研修（年 3回）、心肺蘇生研修（年 1回）を実施した。 

2. その他 

介護職員の介護福祉士資格習得支援として、介護福祉士実務者研修の研修機

関の選定や申し込み準備、法人内での国家試験対策講座の開講などの学習支援

を行ってきた。またストレスを抱えている職員を心理面でサポートできるよう

に、相談しやすい環境を作り、相談相手としての役割を果たすことで、離職防

止に繋げる取り組みをしてきた。 

3. 次年度の取り組み 

「キャリアパス制度」と「人事考課制度」の見直し改定と「IT 化」に向けた

意見の集約を最重要課題とし、また法人内研修の実施方法に多様性を持ち、効

率的に実施できるよう取り組む。 

 

施設福祉部 

1．課内全体に対する現状報告 

相談課は、人員配置で生活相談員２名、短期入所専任生活相談員１名、介護

支援専門員１名（サテライトしらぬい荘介護支援専門員兼務：課長級）を配置

し、４名体制で業務を行ってきた。 

主な業務として、入所相談、入所に向けた訪問面接、資料作成、入所判定会

議の開催、事前カンファレンスの開催などを行ってきた。また、事務的な業務

として、介護保険関係の申請代行、介護報酬請求、実績作成など多種多様であ

った。それと平行し、各種ボランティアの受付窓口として、受入れ部署との調



 

 

整、実習生の受入れ（ソーシャルワーク実習）など、業務は多岐に渡っている。 

業務内容においては、施設入所者に関する業務はケア課との役割分担を行い、

入所前と入所時に必要な業務を相談課が行い、入所以降はケア課のサポートに

回り、互いに報告・連絡・相談を行いながら連携を図ってきた。また、近年は

健康面が安定しない入所者も多く、入院者数、入院期間も増加傾向にあり、入

院先担当者と細めに連絡をとり、入院者の病状把握と退院へ向けた調整を行っ

てきた。更に入所者の健康管理体制については、昨年同様、宇城総合病院と連

携を図ると共に、病院より二人の嘱託医による回診を週３回行うことで、日常

の健康管理、緊急時の医療、看取り対応等がスムーズに行えるよう努めてきた。 

短期入所サービスについては、利用前面接の実施、関係部署及び職種への情

報伝達、送迎業務を相談課が中心に行い、利用期間中の利用者の様子や情報を

ケア課から得ながら、家族、各関係機関、担当介護支援専門員と連携を図って

きた。送迎に関しては、家族からの要望が多いものの相談課だけでは対応困難

な日もあり、以前はケア課の協力を得ながら実施を行ってきたが、人員上の問

題や家族が要望する時間帯に送迎が集中することから、可能な限り家族へ送迎

を依頼し短期入所サービスの受け入れを行ってきた。 

今後も入所者、利用者が安心し過ごせるよう関係機関や関係職種、家族等と

連携を図り支援に努めていく。 

２．施設入所サービスの現状について 

（１）入所 

令和元年度の新規入所者は４５名（前年度７４名）である。入所前の居住地

とし在宅が多くを占めている。入所希望として、経済的問題から利用料の負担

が軽い特養への入所や病院より退院を促され退院後の生活場所として特養入所

を選択されるケースが多くみられた。令和元年度の入所者状況の詳細内訳につ

いては、次のとおりである。 

 

●令和元年度 新規入所数 

男 性 女 性 合 計 

  ９名   ３６名   ４５名 

●令和元年度 介護度別新規入所数 

要介護度１ 要介護度２ 要介護度３ 要介護４ 要介護５ 合計 

 ０名  ０名  １３名  １９名  １３名 ４５名 

●令和元年度 入所前の所在地の内訳 

病 院 老人保健施

設 

有料老人ﾎｰﾑ グループホー

ム 

在宅  

 

 １１名  ２名  ４名  １名  ２７名 

 



 

 

（２）退所 

令和元年度の退所者数は４４名（前年度７４名）である。退所事由として、

施設内での死亡が１１名（前年度１８名）、医療機関での死亡が７名（前年度１

７名）であった。その他２６名（前年度３９名）が医療機関への長期入院療養

による退所事由であった。前年度と比較して退所者数は減少しているが、医療

機関への長期入院療養による退所者数は退所事由として一番多い。退所事由か

らも分かるように、入所者の多くは複数の疾患を抱えており、医療的管理を要

する入所者も多いため、日々の健康管理、体調変化時の早期受診や治療が出来

るよう、嘱託医、医療機関と連携に努め、長期入院療養者、長期入院療養期間

の減少に努めていく必要がある。 

  

●令和元年度 退所者数 

男 性 女 性 合 計 

１０名 ３４名 ４４名 

 

●令和元年度 介護度別退所数 

要介護度２ 要介護度３ 要介護度４ 要介護度５ 合計 

０名 ９名 １６名 １９名 ４４名 

（３）利用者状況 

●要介護別利用者数（令和元年３月３１日 現在） 

要介護度 男 性 女 性 合 計 

要介護度１  ０名  ０名  ０名 

要介護度２  ０名  ０名  ０名 

要介護度３  ２名 ２９名 ３１名 

要介護度４ １５名 ８７名 １０２名 

要介護度５ １２名 ４５名 ５７名 

 ２９名 １６１名 １９０名 

 

●平均年齢・介護度・入所期間 

 男 性 女 性 

平 均 年 齢 ８５．６歳 ８９．８歳 

平 均 介 護 度 ４．４ ４．１ 

平 均 入 所 期 間 ２年５カ月 ４年１カ月 

 

●保険者別利用者数（令和元年３月３１日 現在） 

熊本市 八代市 宇土市 宇城市 合志市 大牟田市 美里町 

１７名 ９名 １１名 １３９名 １名 １名 ３名 



 

 

 

 

 

 

３．実習・研修・ボランティア受け入れについて 

（１）実習・研修等の受け入れ 

令和元年度は熊本学園大学社会福祉学部より実習生（ソーシャルワーク実習）

を 1 名受け入れた。事前実習打ち合わせを基に実習プログラムを作成、実習計

画書に沿って特養ケア課を中心に在宅系サービスを交え実習を実施した。今後

も積極的に実習生を受け入れ、将来ソーシャルワーカーとして活躍できる人材

育成を施設として貢献できるようしていきたい。 

 

（２）ボランティア等の受け入れ 

ボランティア活動については、例年同様、宇城市社会福祉協議会より小・中・

高生を対象としたワークキャンプの受け入れを行い、児童生徒へボランティア

活動への関心や福祉の魅力を伝えられるよう活動計画をたて行ってきた。また、

企業ボランティア、近隣団体・住民ボランテイア等の受け入れも行ってきた。

ボランティア活動は、施設の地域開放や第三者の目線で施設を評価してもらう

良い機会でもあり、今後も開かれた施設として積極的に受け入れを行い、地域

社会と連携しながら関わりを高めていきたい。 

 

４．家族及び職員との連携について 

新規入所者の受け入れについては、入所前に本人、家族より生活歴や日常生

活動作、趣味、嗜好などの確認及び施設生活の意向を聞き取ると共に、関係機

関を通じ既往歴や服用中の内服薬の種類などを情報収集し、事前カンファレン

スにおいて各職種に情報伝達を行い、職員間の情報共有に努めてきた。 

また、入所時には嘱託医への紹介、入所時のカンファレンスにおいて各専門

職を家族に紹介し、入所後の関係性がスムーズに行くよう配慮を行っている。 

日常生活の様子や体調管理に関する相談は、各ケア課のケア課長や介護支援

専門員が中心的な役割を担っているが、制度的なことや料金に係る問い合わせ、

保険者との連絡調整等は相談課が請け負うことで役割を分担してきた。今後も

家族、職員間と連携を図ることで、利用者の生活の質の向上に繋がるよう努め

て行きたい。 

 

 

 

 

氷川町 五木村 福岡市 東大阪市 

６名 １名 １名 １名 



 

 

しらぬい荘リハビリセンター  

 

 

 

１． 課内全体に対する現状報告（総括） 

今年度は、部署内配置職員の変動があり、課内での運営にかなりの工夫を要

した。各課の協力の下、課内目標（その人らしくあるために～）を概ね達成で

きたと感じている。利用者の日常生活動作能力については、加齢とともに若干

の低下はみられるものの、担当介護職員と協業し、廃用症候群の予防に努める

ことができた。 

一方、利用者のリハ室利用中に重大事故（車椅子スロープ転落）が 1件発生

している。その後、スロープ入口に自動扉(手動スイッチ式)を設置し、事故予

防を図った。引き続き、利用者の安全に配慮しながら、サービスの提供を行う

ことが望まれる。 

また、日頃より、衛生管理には気を配ってきたが、とくに年度末は、コロナ

ウイルス感染拡大防止対策に苦慮した。厚労省の指針を踏まえ、リハ室利用人

員・時間の制限や機器レイアウトの変更を行った。清掃・消毒も効果的、かつ

効率的に行うようにしている。 

 

 

２． 各課との連携について 

入所判定会議・入所時サービス担当者会議・施設サービス計画書の策定を通

じて、利用者や御家族の意向に合わせたサービスの提供ができたと感じている。         

また、利用者のアセスメントにおいては、各課スタッフとショートカンファ

レンスの場を設け、利用者がその人らしく暮らすための支援を行っている。 

   

３． 現状を踏まえた次年度の取り組みについて 

昨年度同様、利用者の安全確保（事故予防・感染症拡大予防）に注意を払い、

サービス提供を行っていく。 

また、施設サービス計画書の簡略化をはじめ、今後も PCを活用し効率化を図

っていくことが望まれる 

 

 

 

 



 

 

 

                   ナースステーション 

１．看護課目標及び取り組み内容 

利用者本人及び御家族の意向を踏まえ、看護の専門的知識と、急変時におけ

る迅速な判断と対応ができるよう多職種間で情報を共有し、相談、連携、協働

し、適切なサービスが提供できるように努めてきました。 

（１）2019年度の主な取り組み内容 

利用者が安心して施設生活を送れるよう多職種間で情報を共有し看護職員間

で相談をしながら一人ひとりの利用者の状態を把握し予防的面から介護職への

指導や適切な医療サービスが受けられるよう、嘱託医、協力医療機関との連携

をすすめてきました。 

利用者の高齢化と重度化（介護度 3以上でなければ入所できない）がすすみ、

複数の病気を抱えている方の割合も高くなっています。施設内で出来る事を再

度確認し、嘱託医ならびに、医療機関に相談し連携を図りながら、利用者の生

活を支えていく、ご家族の意向に沿う援助ができたように思います。 

内服薬の管理においては、施設目標の一つにもある、薬のセットミスや誤薬

をゼロにする事を、ひとり一人が念頭に置き管理をしてきたつもりですが、セ

ットミスが 9 件、誤薬が 2 件、針刺し事故が 1 件、前年度より発生件数が多く

なり、課内で毎日注意喚起をおこない事故のない取り組みをしていく必要性を

感じています。また、セットミスが増えた要因は何かを検討し業務内容の見直

しも必要と考えています。 

 

   コミュニティホール（リハビリ室）利用者実人数 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 （総数） 

長

期

入

所 

1 課 50 41 19 16 19 17 18 13 16 18 10 0 237 

2 課 228 232 128 135 148 102 121 126 131 111 124 165 1751 

3 課 71 83 56 81 54 44 56 52 35 44 27 59 662 

４課 55 57 29 30 30 20 17 25 31 4 17 42 357 

（総数） 404 413 232 262 251 183 212 216 213 177 178 266 3007 

短

期

入

所 

（総数） 

208 199 129 117 102 84 93 125 97 94 89 108 1445 

               （平成 31 年 4 月～令和 2 年 3 月） 



 

 

２．健康管理体制について 

（１）利用者の健康管理 

利用者の大半の方が複数の病気を抱えており、免疫力の低下、身体予備能力

の低下、感染症にも罹りやすく、治りにくい、急激に悪化しやすいという特徴

があります。また、食事、水分摂取量の低下により、脱水・尿路感染症を引き

起こしやすい、飲み込みが悪い、噛む力が低下している等の機能の低下により

肺炎を起こし入退院を繰り返す方も増えてきています。それぞれの疾患の特徴

的な症状もなく、御自身で訴える事ができない、ハッキリしない場合が多くあ

り、医師に相談する事ができない中、判断に迷うことも未だに多くあります。

しかし、日常生活の行動から変化の兆候を見出し、今後起こりえる状態を想定

すること、早期発見、早期対応することが必要です。その為には日頃の利用者

の状態を把握する事が重要であり、介護職の異変に気付く力や情報も必要です。

健康状態の観察ポイント、その人と関わり観るという事も日頃から伝えておく

必要があるということを改めて感じています。利用者の生命に関わる可能性も

大きい事を再度自覚し健康障害の早期予防を考えた対策や判断、或いは看護職

間の情報の共有、相談、本人に関わる全ての職種、それぞれの専門性をもちよ

る事も今以上に必要だと考えています。 

定期的な健康検査として、年 1 回の血液検査（必要時・入所時は随時採血）、

結核健診として胸部レントゲン撮影を実施、管理医師・嘱託医による定期的な

回診、必要に応じ外来受診を実施し利用者の健康維持と健康障害予防のための

計画及び、支援を行っています。施設で最期を迎えたいという意向のご家族も

あり嘱託医と御家族の面談を計画し現在の体の状態の説明、今後予測できる身

体の状況を説明して頂きながら御家族の希望や意向に沿う対応に心がけている

ところです。本年度、施設で最期を迎えられた利用者は 11名、医療機関での最

期を迎えられた方が 7 名、昨年度より医療機関での最期を迎えられた方は減少

したのですが、できれば長年過ごして来られた施設で、穏やかな最期を迎える

お手伝いをしたいと考えています。「親を想う気持ち」「家族を想う気持ち」を

自分の立場になって考えた時、線引きをする事はできないと思います。ご家族

の要望も受け入れながら、できる範囲で施設生活を継続して頂き、穏やかで、

苦痛の少ない生活を送って頂く為の取り組みにも力を入れていかなければと感

じています。 

入院数は前年度より減少し延べ 103名程で内訳としては、呼吸器系 42名、消

化器系 5 名、循環器系 15 名、脳血管系 7 名、尿路・腎臓系 16 名、骨折 6 名、

他となりました。複数の疾患を抱えている現状から、今後予測される症状、疾

病に関する知識の向上に努め、予防できる事を考え、それを介護職とも共有し

早期に対応し入院数の減少ができるように努めなければと思います。 

（２）感染症について 



 

 

この 2 年程、施設でも初めて経験する感染症が発生し、対応に困る事があり

ました。その都度、他職種連携し行政の指導を受けながら対処してきました。 

2019 年度は新型コロナウィルス感染症で世界的危機状況であり、施設でも、

感染症委員、衛生委員、各代表者と何度も臨時の会議を行い、利用者の生活、

生命を守るため、職員自身、職員の家族を守るために「感染予防対策」をうる

さいまでに講じているところです。感染予防に必要な物品（マスク・消毒液）

も十分に揃わない状況で、ストレスに感じている職員も多くいると思いますが、

できる事①感染標準予防策 手洗い、うがい、咳エチケット ②外出の自粛 

③健康観察（1日 3 回）④密接・密集・密閉を避ける ⑤清掃（特に共有部）を

おこない「持ち込まない」「持ち出さない」「拡げない」という感染の基本を頭

に入れ一人ひとりが今行動をしています。この状況がいつまで続くのかわから

ない状況ではありますが、いつか終わると信じて、多職種と連携、情報の共有

を密におこない協働しこの状況を乗り切っていければと思います。 

３.医療体制について 

しらぬい荘診療所管理者及び嘱託医の回診、精神科嘱託医の回診、吉永歯科の

訪問診療を定期的に計画、実施しています。夜間の異常や急変時に対しては介

護職と連携をとり看護職が不在でも 24時間の対応ができるようオンコール体制

をとり連絡、相談をおこなってきました。月 10日程看護職が夜勤に入る体制と

なり夜間の利用者の状態を把握することができる、緊急時に早期対応ができる、

ケア職員の精神的負担を軽減できるなどのメリットが大きいと感じています。

今後も看・介護連携を薦めていく為には、介護の現場に看護職員を配置出来る

ような体制つくりも必要になってくると思います。また、異常の早期発見や介

護職が医療機関との連携をスムーズにとれるようマニュアルを利用しながら今

後も迅速な対応ができるよう生活の中での利用者の健康状態に留意していきた

いと考えています。 

４．次年度の取り組み 

利用者の健康管理や異常の早期発見をする事はもちろんですが、看護職の判断

力、観察力（アセスメント、モニタリング）を生活の場を基点とし高齢者の身

体リズム、バランスの不調や身体症状を疾患との関係からアセスメントする能

力の向上に努めていきながら、介護職員への指導（観察の仕方）も平行してい

ければと思います。 

また、施設で最期を看取られたいという利用者、家族の要望に添って、医療と

の連携を行い住み慣れた場所や人に見守られながら最期を迎えて頂ける環境づ

くりが今以上に必要と感じ「看取りケア」についても多職種と連携を図りなが

ら様々な事を相談し「暮らしの中の看護」に取り組んでいけたらと思います 

 



 

 

しらぬい荘給食センター 

１．課内全体に対する現状報告 

給食センターでは、今年度目標を「食べる楽しみをいつまでも｣として取り組

んだ。日常の食事サービス（個々の状態に応じた食事、療養食の提供、禁止食

や代替食の提供等）、季節の食事サービス（行事食）の提供を行ってきた。 

栄養ケアマネジメントにおいて、体重減少や食事量低下者、皮膚トラブルのあ

る方へは、栄養補助食品を付加する等、個別対応も行ってきた。 

職員関係では、令和 2年 3月末にて、1名定年退職となった。また、令和 2年

4月～１名産前休暇取得中で、現状いる職員にて業務内容や効率等を考えながら、

調理技術の向上に取り組んでいる。 

今年度の取り組み内容である嚥下調整食分類コード毎の食事内容の検討を行

った。嚥下調整食分類は、日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食

分類 2013（※）を参考に取り組みを進めてきた。まず、課内会議での取り組み

内容の伝達、食事サービス委員会にて施設内勉強会の開催、各専門職への導入

の経緯や取組み内容の説明、試食等を実施し、３月末に施設における嚥下調整

食の分類表を掲示することが出来た【別紙１参照 】 

（※嚥下調整食とは：2013年 9月 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会で発

表。統一された嚥下調整食の段階が存在しない現状を踏まえ、国内の病院、施

設・在宅医療及び福祉関係者が共通して使用できることを目的に作成された） 

調理においては、食事形態を段階的に、刻み・極刻み・ミキサー から 刻

み・ソフト・ペースト状とし、増粘剤の種類の比較、食種に応じたやわらかさ、

飲み込みやすさを考慮し試作品を作り検討した（食事サービス委員会にて試食

を実施） 

行事食については、特におせち料理の内容を見直し、折箱を変更したり、ミ

キサー食も見た目や彩りも配慮し提供できた【別紙２参照】 

提供後に食事アンケートを実施しており、評価等を次年度の参考にしていく。 

 また、在宅サービス（しらぬい荘デイサービスセンター）の利用者へ、行事

食（10 月～）毎月１回実施した。バイキングメニューや鍋料理、麺類の提供等

デイセンター職員と協議し、食事だけでなく、雰囲気作りにも努めた（ランチ

ョンマットやワイングラスを使用、テーブルに花を飾る等）食事を選ぶ楽しみ

もあり、利用者にも好評であった為、次年度も取組みを進めていく。 

 

２．食事サービスについて 

（１）食事について 

 ケア２課～４課のフロアー毎、家庭らしい雰囲気の中で食事提供を行った。 

ケア１課とケア２課（デイルーム）は、トレー配膳を行っており、温冷庫や 



 

 

保温食器を使用し適温での提供に努めた。 

日常の献立の中で選ぶ楽しみや食事に興味を持って頂くことを目的に、選 

択食メニューを月１回実施した。引き続き実施していくこととする。 

  行事食については、食事サービスメニュー年間計画に基づき実施した。季 

節感を考慮し、また旬の食材を取り入れるよう配慮してきた。 

嚥下困難な方へも常食と同じ食材を用い、同じ味付けで増粘剤を使用しゼリ 

ー状とし彩りにも配慮し、食材そのものの味を味わって頂けるよう工夫し 

て提供した。 

 

（２）食事形態について 

利用者個々の身体状況や嚥下状態に応じた食事提供を行っており、様々な 

食事形態に対応している。（下記 表①② 参照） 

食事形態は、前年度より大幅には変わらない。日本摂食嚥下リハビリテーシ 

ョン学会 2013の嚥下調整食学会分類コードに合わせると、現在の食事形態は 

下記のコード分類相当である。 

 食事形態については、主食では、濃厚（プリン状）の方が増えており、副 

食では、極刻み、ミキサーが増えている。全利用者の半数以上が嚥下調整食 

相当の食事形態となっている現状である。 

 

【表】① 食事形態一覧表 

主  食 副食 ※嚥下調整食学会分類コード

御飯 普通

二度炊き 刻み 4

おにぎり・パン 極刻み 3

全粥 ミキサー 3

濃厚（プリン状） 濃厚 2

濃厚 濃厚 2

流動

 ※療養食（糖尿病食、腎臓病食、肝臓病食、胃潰瘍食、減塩食） 

  注）次年度は、嚥下調整食分類の表記へ変更となる。 

 

 

 



 

 

【表】② 食事形態割合表 

<主食>              <副食> 

食種（主食） 人数（人） 割合（％） 食種（副食） 人数（人） 割合（％）

御飯 29 16.2 普通 26 15

二度炊き 23 12.3 刻み 37 21.3

おにぎり/ﾊﾟﾝ 1 0.5 極刻み 44 25.3

全粥 73 39.4 ミキサー 18 10.4

粥ミキサー 0 0 濃厚 44 25.2

粥（ﾌﾟﾘﾝ状） 43 23.1 流動 5 2.8

流動 5 2.7

経管栄養 11 5.8

 ※令和２年３月３１日現在

 ※副食には経管栄養は含まない

 

 

（３）週間食事提供表   【別紙３参照】 

 

 

（４）代替食について 

 利用者個々の状態や嗜好に応じて、個別サービスとして引き続き実施してい 

く。在宅利用者にも、疾病等に伴う制限食（減塩食や糖尿病食）、腎臓病食（カ

リウム制限（生野菜・果物禁止）など状態に応じた個別の食事サービスを行っ

ている。 

 

３．栄養改善について 

（１）栄養ケアマネジメントについて 

   実施対象者 ：全利用者対象に３ヶ月毎に実施する。 

（新規入所者及び入・退院者についても実施） 

※ 低栄養状態のリスクに応じ、モニタリング（評価）を実施。 

高リスク者（2週間毎）･中リスク者（1 ヶ月毎）・低リスク者（3ヶ月毎） 

 

（２）療養食提供について 

利用者の病状等に応じて、医師により、利用者に対し疾病治療の直接手段 

として発行された食事箋に基づき 療養食を提供する。 

 

※ 療養食加算実績数   【別紙４参照】 

 

４．現状を踏まえた次年度の取り組みについて 

（１）次年度より運営計画に記載している提供栄養量について、食塩量を変更

している。食事摂取基準２０２０より、食塩の目標量が引き下げられたことに



 

 

より、食塩の目標量を１日 8ｇ未満から 7.5ｇ未満へ変更とした。 

（２０２０年版 男性 7.5ｇ未満、女性 6.5ｇ未満） 

献立の組み合わせ等も考慮し、目標量以内にて提供していく。 

（２）今年度より、在宅サービス（しらぬい荘デイサービスセンター）利用者 

へ、行事食（バイキング）や茶話会へ季節のお菓子（数種類）も提供しており、 

次年度も内容等を検討し進めていきたい。 

（３）令和２年４月～嚥下調整食分類表のもと、食事提供を進めていく。現状 

の取り組みでは、まだ調整も必要である。次年度も調理法を再度見直しながら、

咀嚼・嚥下しやすい形態での提供へ、完全に移行できるように取組みを行って

いく。 

（４）新型コロナウィルスの影響により、給食センター職員への感染のリスク

も考え、また緊急事態に備え、備蓄食品の確保を行ってきた。今後は、施設全

体の職員への調理法、配膳方法の提示等、対応方法について伝達し、緊急事態

に備えた取り組みを行っていく。 



 

 

 

 

 

【
　

別
紙

１
　

】

分
　

類
流

動
食

嚥
下

調
整

食
(1

j)
嚥

下
調

整
食

（
2
-
1
）

嚥
下

調
整

食
（
2
-
2
）

嚥
下

調
整

食
　

3
嚥

下
調

整
食

　
4

軟
飯

食
常

食
・
常

食
（
刻

み
）

施
設

名
称

（
従

来
）

流
動

食
濃

厚
・
ﾐｷ

ｻ
ｰ
食

濃
厚

（
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
）
・
ﾐｷ

ｻ
ｰ
食

全
粥

・
ﾐｷ

ｻ
ｰ
食

、
全

粥
・
極

刻
み

食
全

粥
・
刻

み
食

、
二

度
炊

き
・
刻

み
食

二
度

炊
き

・
普

通
食

普
通

・
普

通
食

、
普

通
・
刻

み
食

形
態

※
咀

嚼
・
嚥

下
機

能
低

下
の

方
、

開
口

不
良

に
て

楽
の

み
等

使
用

の
方

を
対

象
と

す
る

。
流

動
状

の
も

の

均
質

で
、

付
着

性
・

凝
集

性
・
か

た
さ

・
離

水
に

配
慮

し
た

ゼ
リ

ー
・
プ

リ
ン

・
ム

ー
ス

状
の

も
の

ピ
ュ

ー
レ

・
ペ

ー
ス

ト
・
ﾐｷ

ｻ
ｰ

食
な

ど
均

質
で

な
め

ら
か

で
、

べ
た

つ
か

ず
、

ま
と

ま
り

や
す

い
も

の
。

ピ
ュ

ー
レ

・
ペ

ー
ス

ト
・
ﾐｷ

ｻ
ｰ

食
な

ど
均

質
で

な
め

ら
か

で
、

べ
た

つ
か

ず
、

ま
と

ま
り

や
す

い
も

の
で

不
均

質
な

も
の

も
含

む
。

形
は

あ
る

が
、

押
し

つ
ぶ

し
が

容
易

、
食

塊
形

成
や

移
送

が
容

易
、

咽
頭

で
ば

ら
け

ず
嚥

下
し

や
す

い
よ

う
に

配
慮

さ
れ

た
も

の
。

多
量

の
離

水
が

な
い

か
た

さ
、

ば
ら

け
や

す
さ

・
貼

り
つ

き
や

す
さ

な
ど

の
な

い
も

の
。

箸
や

ス
プ

ー
ン

で
切

れ
る

や
わ

ら
か

さ

刻
み

の
大

き
さ

は
１

c
m

程

主
食

(例
）

海
老

と
野

菜
の

か
き

揚
げ (例

）

1
日

平
均

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

8
0
0
～

8
5
0
kc

al
8
0
kc

al
1
1
0
0
～

1
1
5
0
kc

al
1
1
0
0
～

1
1
5
0
kc

al
1
3
5
0
～

1
4
0
0
kc

al
1
3
5
0
～

1
4
0
0
kc

al
1
4
0
0
～

1
4
5
0
kc

al
1
4
0
0
～

1
4
5
0
kc

al

嚥
下

調
整

食
分

類
表

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
　

し
ら

ぬ
い

荘
2
0
2
0
年

4
月

作
成

※
　

コ
ー

ド
番

号
は

、
必

ず
し

も
全

て
の

症
例

で
難

易
度

と
一

致
す

る
も

の
で

は
な

く
、

個
々

の
症

例
で

そ
の

時
点

で
最

も
最

適
な

食
形

態
を

検
討

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

※
コ

ー
ド

0
ｊ、

コ
ー

ド
0
ｔ　

は
嚥

下
訓

練
食

の
為

、
記

載
な

し
と

し
た

。
　

　
　

※
　

状
況

に
応

じ
個

別
対

応
も

行
う

。

「
日

本
摂

食
・
嚥

下
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
会

嚥
下

調
整

食
分

類
　

2
0
1
3
に

準
じ

る
」



 

 

【 別紙２ 】 

 

令和２年 1 月 1 日お節料理 

 

＜ 普通食・刻み食 ＞ 

 

 

 

＜ 極刻み食・ミキサー食・濃厚ミキサー食 ＞ 

 

 

 



 

 

 

  

 しらぬい荘（ｼｮｰﾄ含む） 3/23(月） 24(火） 25（水） 26（木） 27（金） 28（土） 29（日） 合計

朝食 209 204 207 206 200 204 203 1433

昼食 209 204 207 206 200 204 203 1433

夕食 209 204 207 206 200 204 203 1433

計 627 612 621 618 600 612 609 4299

しらぬい荘デイセンター 30 27 30 23 28 30 168

　かたろう会（※）

総　計 657 639 651 641 628 642 609 4467

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

糖尿病食 14 13 13 13 12 12 13 13

腎臓病食 3 4 4 4 4 4 4 4

貧血食 1 0 0 0 0 0 0 0

肝臓病食 1 1 1 1 1 1 1 1

減塩食 0 0 0 0 0 0 0 0

胃潰瘍食 1 1 1 1 1 1 1 1

計 20 19 19 19 18 18 19 19

12月 1月 2月 3月 計

糖尿病食 13 13 13 13 155

腎臓病食 3 3 3 3 43

貧血食 0 0 0 0 1

肝臓病食 1 1 1 1 12

減塩食 0 0 0 0 0

胃潰瘍食 1 1 1 1 12

計 18 18 18 18 223

【 別紙 3 】　食事提供表（週間）　　令和元年3月23日（月）～3月29日（日） 　 (人）

（※）かたろう会　：宇城市社会福祉協議会委託事業

【 別紙 4 】　療養食加算算定者実績数　（平成31年4月　～　令和2年3月）　（人）



 

 

しらぬい荘短期入所サービス 

 

１．短期入所サービスの現状報告 

（１）利用実績について 

短期入所サービスでは、利用者・家族の希望に応じて、定期・必要時・緊急

時など柔軟に受け入れを行った。受け入れに際しては、利用者の心身の状況・

ニーズ等を把握しながら個別的なサービスの提供を行った。令和元年度の利用

実績については次の通りである。 

 

 平成２９年

度 

平成３０年

度 

令和元年度 前年度比 

延べ利用者数 ６,８０２人 ６,５９６人 ６,７６１人 ＋１６５人 

実利用者 数 ７ ３ ０ 人  ６ ７ ４ 人  ６ ５ ０ 人  － ２ ４ 人  

新規利用者

数 

６ ０ 人 ７ ３ 人 ４ ７ 人 － ２ ６ 人  

平均利用者

数 

１８ ,６ 人  １ ８ 人 １８，４人 ＋０ ,４ 人  

 

月平均での利用実績では、延べ利用者５６３,４人／月、実利用者５４,１人／

月、年間平均利用者数１８,４人（稼働率９２％）で、前年度からは稼働率が２％

の実績増となった。新規利用者については２４人減少している。前年度との数

値と比較すると、実利用者数及び新規利用者数は減少しているが、稼働率を含

め延べ利用者数は増加していることが言える。稼働率の上昇の背景には定期の

利用者以外に入院ベッドの活用を効果的に活用したことが挙げられる。 

その他、利用定着の要因としては、サービスの質を維持出来ている為と考え

る。取り組みの内容の一例として、短期入所サービス利用者の状態は様々であ

り、それぞれ家庭状況も異なるため、その人に合わせた個別の対応が求められ

る。事前情報やケアプランの情報、利用中に把握できた情報を一つの様式に簡

潔にまとめて、いつでも確認できるようにし、ケアサービスが統一出来るよう

にしている。また、個別のニーズに柔軟な対応を図ることで、利用者・家族、

各介護支援専門員との信頼関係を構築できるよう取り組んだ結果だと考える。 

引き続きサービスの質の低下に繋がらないように、日々変化する利用者の状

態やニーズを把握しながら利用者の受け入れを行なっていく事が必要であると

考える。 

（２）利用状況について 

短期入所サービスの利用者状況として、図１の要介護度別分布の結果で分か

るように要介護３・４・５の占める割合が５１％（昨年度５０％）、平均介護度



 

 

要介護1

16%

要介護2

33%

要介護3

24%

要介護4

19%
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8%

図１ 要介護分布

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

は２.７（昨年度：２.６）と重度化していることがわかる。重度化の背景には、

併設型の強みを活かした喀痰吸引などの医療体制の充実や認知症ケアの質の向

上が挙げられる。 

短期入所利用する理由として「介護者の休養」が多く、次いで外出や旅行、

冠婚葬祭などの行事に参加するため「介護者の不在」が多かった。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その他 

台風や地震などの災害時には、安全性の高い建物や食料の確保、専門職員に

よる安心・安全な介護の提供ができることから、介護が必要な方を緊急的に受

け入れている。 

令和元年７月、８月に台風が接近し合計２名の避難者を受け入れている（要

介護認定者以外の地域住民、家族も含む）。 

今後も緊急的な受け入れをするにあたり、宇城市役所・地域包括センター・

各介護支援専門員・民生委員などと連携を密に行いサービスを提供する必要が

ある。 

 

３．次年度の取り組みについて 

短期入所では、現状の利用者数を維持しながら、新規利用者獲得に向けて、

他事業所との連携の強化を行っていく。入院などで発生する空床ベッドを効果

的に活用し、必要な時に必要なサービスを受け、在宅での生活が一日でも長く

継続できるよう、利用者・ご家族方のニーズに可能な限り対応していきたい。 

  

しらぬい荘デイサービスセンター 

1． サービス全般について  

今年度は、『ご利用者のいきいきとした豊かな生活の実現に向けたサービス提



 

 

供及び事業所運営を実施していきます。』という目標・テーマのもと、日々の日

課・プログラム・その他サービス（食事・入浴・排泄等）に加え、各スタッフ

が再度ご利用者個々人のご利用に際した思いや気持ちに目を向けながら、毎回

の利用が心より楽しんで満足していただけるように、スタッフ間の情報交換・

共有等の連携を密にし、日々の支援の充実に努めた。 

そして、継続して事業所環境の整備も実施し、事故件数の減少・感染症等の

蔓延予防に繋げることができた。 

また、新たに食事内容の改善・向上に栄養課と共同で継続した取り組みを実

施した。 

 

２．今年度の主な取り組み内容 

今年度は、日々のサービス・プログラム内容に加えて、昨年 10 月からの消費

税増税に伴う昼食代の上昇もあり、食事もデイサービスの重要なサービス内容

の一端であることから、栄養課と共同・協力し見た目や味だけでなく『食を楽

しむ』という目的のもと食事サービス内容の改善・向上を主体とした取り組み

を実施した。 

季節感・見た目・匂い・味・選ぶ等、五感を十分に使って共に楽しめる食事

提供として毎月バイキング形式を主体として様々な提供方法を行い、ご利用者

からの反響も大きく食事を楽しんでいただけたと実感している。 

合わせて、毎月の茶話会も和洋のお菓子を数種類ご用意して、選択・提供を

行った。 

その他、日常生活介護・機能訓練等においても、各ご利用者の日々の状態変

化に留意しながら、介助方法や対応等・ご意向を確認しながら検討・評価を繰

り返し繊細な支援・対応に努めた。 

  

３．利用状況（別紙資料１参照）※（ ）前年度人数 

年間の実人数は 924 人（940人）延べ人数では 9594人（9412人）となり、また

新規利用契約者数については、23人（32 人）契約終了者数については、33人

（28 人）となった。実人数・新規契約者数共に減少となったが、延べ人数は

増加した。登録利用者の継続性・定期利用回数の増加等が一因と考えられる。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、令和 2 年 2 月～3 月と外部施

設（有料老人ホーム等の外出（デイサービス利用等）の自粛及び在宅生活者の

感染予防に伴うサービス利用自粛等もあり、実人数の低下が顕著となった。緊

急事態宣言も発令となり、今後の状況ではご利用の制限等も検討課題となって

きているが、感染対応に十分配慮しながら、地域性・緊急性や生活状況等を勘

案しながら新規ご利用者の受け入れ等も継続して行った。 

   



 

 

４．居宅支援事業所、家族及び職員との連携について 

  居宅支援事業所等との連携については、ご利用者の心身状態及び生活状況の

変化やご利用状況、諸都合による利用時間の変更等は随時担当介護支援専門員

へ連絡調整を基本として、身体・精神状況などの改善報告等、良き変化につい

ても報告を行っていった。 

ご家族との連携については、連絡帳での情報交換を主体としながら健康状

態・ご利用状況の記録を確実に行い、またご家族より記載された相談・依頼等

についても早急な返答・連絡に留意し良好な関係性の構築に努めた。また、相

談内容によっては、管理者・相談員等にて自宅訪問実施し直接ご家族との面談

等を行い、誤解が起こらないように対応し、信頼関係が構築できるようにした。 

５．現状を踏まえた次年度の取り組みについて 

年度末より新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う感染症予防対策により、

サービス内容も縮小・制限が加わり、ご利用者の心身への影響も今後懸念され

る。その為、日課・プログラム等においては、室内でも心身共にリフレッシュ

でき、活動性を維持できるような内容の改変・実施を行っている。また、併せ

てご利用者のご意向・希望等を確認しながら、サービス内容の質を維持できる

ようにしていく。 

今後も、感染の拡大・地域の状況を予見しながら、感染予防・対応方法等を

随時検討・実施しながらまず、ご利用者の方々の安全性を最優先に考慮した対

応を行っていく。また、現在の感染拡大に学び、感染対応に伴う急務の事態に

備え予見できる各状況に応じた連絡対応方法等について整備を行いスタッフ間

の共通認識を強めていく。 

また、事業所内フロアーも柔軟に感染症対応が行なえるように、再度レイア

ウトの改編検討・物品の整理を行っていく。 

 

  



 

 

  

令和元年度 月別・要介護度別利用・稼働状況 
 

月 
稼働 

日数 

要介護度別延利用日数 合計利 

用日数 

稼働率 

（今年度） 

稼働率 

（昨年度） 
要支援 1 2 3 4 5 

4 26   223 396 145 32 11 807 77.6% 76.3% 

5 27   220 434 137 43 24 858 79.4% 74.7% 

6 25   183 401 121 37 19 761 76.1% 77.2% 

7 27   194 427 132 41 17 811 75.1% 81.2% 

8 26   177 423 97 41 17 755 72.6% 79.3% 

9 25   208 405 112 50 12 787 78.7% 74.3% 

10 27   204 452 131 57 13 857 79.4% 70.3% 

11 26   190 456 144 48 13 851 81.8% 75.2% 

12 26   190 441 146 26 14 817 78.6% 74.6% 

1 24   185 416 124 22 28 775 80.7% 72.8% 

2 25   223 379 123 23 31 779 77.9% 77.7% 

3 27   231 380 87 11 27 736 68.1% 80.2% 

合

計 
311 

0 380 5010 1499 431 226 9594 年間稼働率 

(比

率) 
0.0% 4.0% 52.2% 15.6% 4.5% 2.4% 78.7% 77.1% 

昨

年

度 

311 

0 3070 3915 1936 444 47 9412 年間稼働率 

0.0% 32.6% 41.6% 20.6% 4.7% 0.5% 100.0% 76.1% 



 

 

  

令和元年度 しらぬい荘デイサービスセンター要介護度別利用者等状況一覧表 (資料１） 

実人数 
            

単位：

人 

給付区分 認定区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

介護給付 

要介護１ 24 23 23 21 22 23 21 21 20 20 23 22 263 

要介護２ 35 38 38 36 36 37 39 39 39 38 33 32 440 

要介護３ 15 13 11 12 12 11 11 14 13 13 14 8 147 

要介護４ 2 3 3 4 4 6 5 6 5 3 3 2 46 

要介護５ 2 3 2 2 2 1 1 1 3 4 4 3 28 

合計 78 80 77 75 76 78 77 81 80 78 77 67 924 

 
  

             

延人数   
            

単位：

人 

給付区分 認定区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

介護給付 

要介護１ 223 220 183 194 177 208 204 190 190 185 223 231 2428 

要介護２ 396 434 401 427 423 405 452 456 441 416 379 380 5010 

要介護３ 145 137 121 132 97 112 131 144 146 124 123 87 1499 

要介護４ 32 43 37 41 41 50 57 48 26 22 23 11 431 

要介護５ 11 24 19 17 17 12 13 13 14 28 31 27 226 

合計 807 858 761 811 755 787 857 851 817 775 779 736 9,594 

 
  

             
●営業日数と利用平均（介護給付） 

 
単位 （上段：日、下段：人）   

    ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 
年間

計 

営業日数 26 27 25 27 26 25 27 26 26 24 25 27 311 

１日あたりの利用者数平均 31 31.7 30.4 30 29 31.4 31.7 32.7 31.4 32.2 31.1 27.2 30.8 



 

 

サテライトしらぬい荘 

 

１.現状に対する総括 

運営状況として今年度も入退居者数に大きな変動はなかった。長期間の入院

時の際は居宅介護支援センターと連携を図り、空床ベッドを利用したショート

ステイにてベッド稼働率の低下に努めた。また、開設当初からの課題として、

入居申し込み者・入居待機者の確保が挙げられるが、しらぬい荘の利用料金と

比較した際、サテライトの料金が高額であることから、利用料金の説明の段階

で申し込みを断念されるケースが今年度もみられている。この課題は今後も継

続することが予測される為、現状の協力体制の維持はもちろんのこと、しらぬ

い荘相談課、居宅介護支援センターとの更なる関係強化や減額制度の活用等を

行い申込者の増加を目指していく必要がある。 

 

２.入居者の基本ケアについて 

（１）食事について 

朝食は、ユニット内の調理スペースを有効的に活用し調理することで、家庭

的な雰囲気を感じて頂けるよう取り組みを行った。 

食事時間については時間帯に幅を持たせて対応し、朝食は 8：00～9：30、昼

食は 12：00～14：00、夕食は 17：00～19：00 に提供を行い、個人で食べたい

時間や生活リズムに合わせたタイミングでの食事の提供に努めた。 

調理員の役割も、業務として単に調理するだけでなく、入居者の食事摂取の

様子や摂取量の確認を観察しながら、状態に応じた食事形態の提供に努めてい

る。 

（２）排泄について 

 オムツ交換やトイレ誘導に入る際、周囲に、排泄介助を行っているという

ことを感じさせない様、エコバックを使用し排泄介助を行ってきた。排泄時間

も個々の排泄パターンを排泄表に書き出し、定時による排泄介助ではなく個々

の排泄パターンと個別ごとに応じたパッドを選定し対応している。 

今後もプライバシーについて重要視しながら排泄ケアに努めていきたい。 

（３）入浴について 

入浴の実施については、入居者の自尊心を配慮し、1 人ずつ落ち着いた雰囲気

作りに努めた提供を心掛けた。 

実施するうえでは、入浴予定表に沿って提供しているが、希望があった際は

可能な限り入居者の意向に沿って対応するよう努めている。しかし、職員数や

現時点での勤務形態では困難な時もあるため、今後も随時検討を行い対応して

いく。 

（４）健康管理について 



 

 

回診日（松枝医師）を、毎週水曜日の午後に依頼して入居者の健康管理に努

めている。突発的な体調変化については、早期の受診対応を図ることで夜間帯

に影響しないよう対応した。 

今年度は 2 名の看取り介護を行った。本人・家族より、看取りに対する意向

を随時確認しながら、人生の最期を安らかに迎えらえるよう職種間の連携を図

り実践を行った。今後も職種間の連携体制強化を図ると共に、職員研修なども

実施し看取り対応に備えていきたい。 

（５）個別リハビリについて 

入居者の高齢化及び重度化によりニーズは多様化している。その中で日常生

活動作において、「出来ること」、「していること」に重視し、過剰な支援になら

ないよう努めている。また、入居者個々に応じた介助方法など、理学療法士へ

の必要に応じて確認し助言を受けながら適切な介護の提供を心掛けている。 

 

３.施設行事、外出行事について 

地域交流活動として、松橋西支援学校との交流会、地域交流を目的とした餅つ

きや、もぐら打ち（地域行事）等、地域の方との関わりは定着している。また、

曲野地区の民生児童員を中心とした茶話会が、月に一回サテライトの地域交流

室にて開催されており、地元の方はもちろん、入居者も参加することで、社会

参加、地域交流を感じる場として重要な会となっている。 

 

しらぬい荘居宅介護支援センター 

１． 居宅介護支援センターの現状報告 

令和元年度の給付管理数の推移として、下の表①のとおり死亡や入院、施設

入所等にて月ごとの給付管理数の変動が大きくみられたが、新規の利用登録者

数は 48名で利用者延人数は 2.525名となり、一人当たり月 30件程度で推移し

ている。 



 

 

 

 

当事業所の利用者の要介護認定状況としては、令和 2年 3月時点で要介護

1と 2の利用者が 147名、要介護 3～5 の利用者が 67名となっており、その

うち介護度 3～5の利用者が 31%と重度者の割合が前年度同様に 3割を超え

ている。 

 

２.今年度の主な取り組み内容について 

介護保険制度改正及び医療的なニーズの増加により、一層の介護保険制度・

高齢者医療・認知症等の知識の向上と相談援助・支援技術の向上が必要である

と考え、定期的なスタッフ会議・事例検討会に加え、各介護支援専門員が研修

計画を立案・実施、情報の収集と共有、知識・技術の向上を図った。個人、チ

ームとしての能力向上で急増した利用者の対応ができるよう努力してきた。 

 

① 相談対応について 

相談方法としては来所、電話、訪問により、本人及び家族、民生委員をはじ

めとして関係機関（医療・行政、他事業所、地域包括支援センター等）と協力

のもと対応してきた。 

相談内容としては、介護保険サービス利用に関する相談、福祉サービス利用

に関する相談、医療に関する相談に限らず、利用者からの相談内容は多様化・

複雑化しており、チーム間のみならず他職種での連携が必要な内容が増えてい

る。 

② 医療機関との連携について 

宇城市民病院・宇城総合病院・熊本南病院等の地域の医療機関をはじめ、済

生会熊本病院等の急性期の医療機関の入退院時に、各医療機関の地域医療連携
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室のソーシャルワーカー、看護師、医師との情報共有などを行っている。 

また、かかりつけ医による訪問診療や訪問看護ステーションとの連携は非常

に重要であり、地域の開業医院との連携にも努めた。医療現場にも介護支援専

門員の役割が周知されてきており、医療との連携に取り組みやすい環境となっ

てきている。 

③ 家族との連携 

家族とは日頃より訪問や電話連絡などをこまめに行う中で、信頼関係の確立

を図っている。しかし、利用者及び家族の介護保険制度の理解が十分とは云え

なかったり、家族間での介護に対する意見の相違により十分な効果が得られな

かったりする場合もある。その為、日頃から訪問の際に十分な説明を行えるよ

う心がけると共に、より信頼関係を向上できるよう更なる努力（専門性）が必

要である。 

④ 職員間の連携 

課内については毎朝のミーティングにより、利用者の状況を課内全体で把握

できるよう情報の共有を図っている。また、週１回のスタッフ会議を開催し、

課内全体の課題についても話し合う時間を作った。職員間の悩みを解決し、仕

事がしやすい状況をつくるため、常に努力しているところである。 

 

３.次年度の取り組みについて 

令和元年度においては、増大する介護給付費の抑制に向けての取り組みが強

化されており、ケアプラン適正化事業での毎月のケアプラン提出、地域ケア会

議等への事例提出の義務化など、自立支援の考え方及び給付費抑制に基づいた

介護保険サービスの提供に取り組まねばならない。 

また、行政・宇城市地域包括支援センターの会議・研修への参加、課内での

スタッフ会議の実施や勉強会を通じて、様々な領域の知識や技術の修得、情報

の共有を行い個人およびチーム力を高めていく。 

介護支援専門員、主任介護支援専門員の更新研修が資格継続に義務づけられ

ており、受講年度は各自、通常業務と並行しながらの受講となる。 

   

大野橋デイサービスセンター  

１、サービス全般について 

今年度は、年間稼働率８２％、平均利用者数３２名となり、昨年度と比較す

ると実績数は下回る結果となった。 

（平成３０年度：年間稼働率８８％、平均利用者数３５名） 

 しかし、１０月の消費税率に伴い、介護報酬の基本単位数が引き上げになっ

たこと、これまでの増税時にも据え置きしてきた食費を５００円から５５０

円に値上げしたこともあり、収入予算に対する目標額は達成することができ



 

 

た。 

  その他、働き方改革法の改正により、５日間の「有給休暇取得」の義務化

を計画的に行った。また、業務内容を見直し改善することで時間外勤務の軽

減にも努めた。その結果、働き過ぎを防ぐことで、働く職員の健康を守り、

多様な「ワーク・ライフ・バランス」に近づくことができた。 

 

今年度の主な取り組み内容 

『 清々しい挨拶を行い、接遇マナーの向上に努める』という部署目標を掲げ 

取り組んできた。 

円滑な事業所運営には、地域住民・関係機関との信頼関係を構築し継続し

ていくことが不可欠である。そのためには、より細やかな気配り心配りので

きる人材育成が必要である。 

１．職員全員の接遇意識の向上 

・水光会職員の遵守すべき行動指標 

・業務中の言葉遣いや声掛けについて（朝ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時に唱和） 

① やさしい心とやさしい表現で接する。 

② 必ず「尊敬語」や「丁寧語」で接する。 

③ 語尾には「です」「ます」をつけて接する。 

④ 指示的・命令的口調は使わない。 

⑤ 職員名を呼ぶときは、必ず苗字で「○○さん」と声掛け

する。 

２．家族（地域）、関係機関との連携 

・利用者連絡帳の記載や口頭での報告（送迎時、電話等） 

・しらぬい荘居宅介護支援センターへの利用経過報告 

・他居宅介護支援事業所への利用経過報告書の作成 

・大野橋福祉センター連携会議の出席 

３．家族（地域）との交流 

・年間行事への参加声かけ 

・施設周辺の清掃活動 

結果、職員の資質や接遇意識が向上し、より細やかなサービスの提供につな

がったと思われる。 

引き続き１～３の取り組みを継続しながら、地域住民・関係機関から信頼さ

れ続ける事業所づくりに努める。 

２、利用状況について 

実人数８８９人、延人数１０１６４人であった。 

新規利用の契約者は２２名、解除者は１８名。 

 



 

 

 【 稼働日／稼働率 】 

４月・・・２５日／８２％   １０月・・・２７日／８３％ 

５月・・・２７日／８２％   １１月・・・２６日／８３％ 

６月・・・２５日／８２％   １２月・・・２６日／８２％ 

７月・・・２７日／８２％    １月・・・２４日／８２％ 

８月・・・２６日／７９％    ２月・・・２５日／７７％ 

９月・・・２５日／８４％    ３月・・・２６日／８０％ 

 

※年間稼働率：８２％ 

利用実績については、以下の通り。 

●実人数                             単位：人 

 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

     

 

介護 

給付 

要介護 1 25 23 21 22 22 26 26 26 29 26 26 24 296 

要介護 2 34 36 35 32 31 29 29 29 29 29 28 27 368 

要介護 3 12 11 13 14 13  14 15 17 15 15 14 14 167 

要介護 4 5 5 5 5 5 4 4 4 5 5 5 6  58 

要介護 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0  0 0  0 

合 計 76 75 74 73 71 73 74 76 78 75 73 71 889 

 

 

●延人数                              単位：人 

 4月 5 月 6月 7月 8月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2月 3月 合計 

     

 

介護 

給付 

要介護 1 235 222 198 234 224 254 277 274 264 261 261 278 2982 

要介護 2 440 493 421 416 374 377 394 366 365 329 311 335 4621 

要介護 3 130 120 154 178 173 168 193 191 185 155 158 173 1978 

要介護 4 54 58 51 58 51 41 41 41 45 43 47 53 583 

要介護 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0    0 

合 計 859 893 824 886  822 840 905 872 859 788 777 839 10164 

 

３、居宅介護支援事業所、家族及び職員との連携について 

しらぬい荘居宅介護支援センターとの連携では、利用者の状態変化やサービ

ス内容変更など報告や記録渡しにて対応した。他居宅介護支援事業所へは電話

連絡や毎月の報告書で利用中の様子や状態など書面で提出し連携を図った。 

家族には、連絡帳をもとに健康チェックの記録や利用中の特記事項を記入し

て連絡を行なった。緊急時には電話連絡を行い、記録で伝えにくいことについ

ては帰りの送迎時や電話にて直接伝えるようにし、信頼関係が保てるように努

めた。 



 

 

また、利用中に体調の変化がみられた時には、家族・担当ケアマネジャーに連

絡を取り速やかに受診につなげる対応を心掛けた。 

４、その他 

今年度は、台風８号接近に伴い８月６日に臨時休業を行った。 

感染症については、２月にインフルエンザＡ型に利用者が３名、職員が２名

罹患したが、早期からのマスク着用や、手洗い・嗽の励行を継続し、定時的な

換気や湿度調整を行ってきたことで、それ以上蔓延せずに収束することができ

た。 

また、年度末にかけて県内でも新型コロナウイルスの感染が拡大している状

況であり、厚労省からの情報や指針を踏まえ感染予防に努めている。現在のと

ころ宇城圏域での感染者の発生はないものの、事業所として取り組める感染予

防対策を継続しながら、利用者・職員の健康管理を行っている。 

５、現状を踏まえた次年度の取り組みについて 

 年度末からの取り組みとして、ICT化に向けてタブレット端末を導入し記録の

入力を行っている。次年度はペーパーレス化を図り業務を効率化させることで、

業務の３М（ムリ・ムラ・ムダ）が軽減できるよう努めていく。また、利用者

の認知機能や身体機能を維持・向上できるような ICT プログラムを計画し、実

行、評価、改善していくことで、 

① 「介護サービスの質の向上」 

② 「人材育成」 

③ 「人材の定着・確保」 

につなげていけるよう取り組む。 

ケアハウス下通り 

１．課内全体に対する現状報告 

ケアハウスでは、入居者の方がたの生活支援・相談・面談・年間行事の実施。

他のイベントや催しの情報収集・周知・関連機関・他事業所との連携・各種業

務との連絡調整・職員間の連絡及び会議等実施。家族との連絡調整・見学者の

案内や説明・ボランティアの受け入れ等を主な業務として取り組んだ。 

（１）今年度の主な取り組み内容 

・入居者の高齢化に伴い気配り、目配り、心配りを徹底した。 

・下通り界隈のイベント（コンサート・水明り・雛祭り等）やシ―ドマーケッ

トの催しの声かけや促しを行い、地域資源を活用しながら施設内の活性化を図

った。 

・高齢化に伴う予防の取り組みを行った。 

取り組み内容を職員全体で共有することで個別的な支援が、より安定したも

のになってきた。しかし高齢化や介護予備群が増加してきた事で、様々な理由

により個々に外出行事に参加されない入居者もでてきている。そういった入居



 

 

者については、個別にコミュニケーションを取りながら支援した。 

 

2. 入居者へのケアについて 

① 相談助言 

月１回のケアハウス懇談会の開催。行事内容・施設・厨房からのお知らせ・生

活面や食事に関する意見や要望を聞きながら、安定を図った。 

ケースに応じて個別での対応を実施した。 

② 食事の提供 

月１回の食事サービス委員会によって入居者の要望を伝える事で、改善がみら

れた。 

入居者の体調の変化などに応じて内容を検討し、居室配膳をするなど迅速な対

応を心掛けてきた。 

③ 入浴の提供 

入浴の時間を利用者の希望に合わせて固定の時間にし、提供していくことで安

定した入浴をして頂く事ができた。又、都合により他の時間に希望される場合

は、その都度対応を行った。 

④緊急時の対応 

緊急時の救急車対応は、入居者家族と連絡を取り合い迅速に対応できた。 

⑤夜間の管理体制(宿直制) 

専任の宿直者４名でローテーションを組んでいった。 

⑥介護保険サービス利用への支援 

各サービス事業所との連絡・担当者会議への参加を実施し、連携を図った。 

⑦保健衛生 

月１回の体重測定やバイタルチェック(必要な方のみ)を行い、体調管理を実施

した。 

年１回の基本健診の結果を提出して貰い健康状態の把握を行った。 

日々の体調観察、必要に応じて相談・受診の促しなど行い、早期発見に努めて

いった。 

⑧行事・クラブ活動支援 

入居者の交流・ＱＯＬの向上を目的として行った。 

外出行事では入居者の希望をとり、なるべく多くの方に参加していただけるよ

う声かけや、促しを行ったが入居者も高齢になり、長時間外出に対する不安や

身体的負担の声も聞かれるようになった。 

１１月には毎年恒例となっている、入居者・ご家族を招いての紅葉祭を行った。

管弦楽器による演奏会を取り入れ、地域社会やご家族との交流の場となり、意

義のある行事となっている。中々会う機会の少ないご家族や親せきの方々との

交流の場となり、またスタッフとも親交ができ、貴重な機会となった。催し物



 

 

も毎年趣向の違うボランティアの方々にお願いし、好評を得た。 

月に 1回ボランティアの方に絵手紙・折り紙教室を開催していただき入居者の

皆さんも楽しまれて参加されている。 

毎月行うディナーでは、季節に合わせたものを提供。入居者の皆様との交流を

含め、普段の食事風景とは違った装いで雰囲気を楽しんでいただいた。 

クラブ活動は、ティータイム（年 2回）を実施していった。又、入居者の運動

不足解消のため、主に体操とストレッチ(月～土)は継続して実施しているが、

参加人数は、現在 3～6 人となっている。気軽にできる体操を入居者同士で行

うことで気分転換、交流にもなっている。認知面の低下を懸念して始めた脳ト

レも定着し、コミュニケーションの場としても参加される方がたに喜ばれてお

り、楽しみにされている様子が伺える。また、不定期ではあるが新たな取り組

みとして縫いの会を結成。不要になったタオルを提供して頂き、雑巾を縫って

もらっている。今後も継続し、施設の活性化につながる様に努めていきたい。 

 

3.家族及び職員との連携について 

以前から課題としてあげていた家族との交流については、紅葉祭の案内・年

賀状の送付・日頃の様子を伝えていくことで連携を図っていくように努めてい

った。開設１７年を経て入居者の心身機能の低下がみられ、家族の協力が必要

な入居者が増えてきているが、家族が遠方に在住さしているケースが多いとい

う現状もある。家族も含めて連携を密にしながら安定した生活が送れるように

情報を共有しながら支援していきたい。 

 

4．職員間の連携について 

朝・夕のミーティング・連絡ノートの活用により各種事業・職員の動きを把

握できるようにしてきた。又、それぞれの諸問題については、月 1 回の職員会

議で話し合いを行った。宿直者に対しては、４ヵ月に 1 回の宿直者会議及びパ

ート職員を交えたケアハウス全職員会議を実施し、日頃疑問に思っている事な

どを話し合い、職員間の共通認識が形成されてきた。今後も継続し、サービス

の向上につなげていきたい。又、これまでに引き続き、宿直者との情報交換・

連絡においては、周知を図り連携の徹底に努めていきたい。 

 

5.地域との交流について 

 行事等ではボランティアを依頼し、地域で催されるイベントなどにも声かけ

をし、参加して交流を図ってきた。 

紅葉祭には、知人の方のご紹介を頂き繋がりはできている。会議場の提供も

行っている。地域に根ざし貢献できる施設になれるように努力して取り組んで

いきたい。 



 

 

6.現状を踏まえた次年度の取り組みについて  

・現状と課題 

＜入居者数＞ 

定員 20 名 (令和２年 3月 31日現在 20名) 

     退去者 4名   新規入居者 4名 

退去理由としては、他の施設への入所が 4名となっている。 

＜年齢＞  

令和 2年 3月 31日現在 

 60代 70 代 80代 90 代 

男 1人 0 人  1人 1 人 

女 0人 4 人  6人 7 人 

合計 1人 4 人   7人 8 人 

＜平均年齢＞ 

男性 — 81.0 歳      女性 — 86.0歳 

平均が 83歳と、昨年より若くなった。   

＜介護度＞ 

全体の約 9 割（18 名)が要介護認定を受けている。要支援の方が 14 名、要介

護の方が 4名となり高齢化の上昇と共に、何らかの支援を受けている。 

介護度がついている方 18 名の内、他事業所の通所が 10 名。訪問介護を利用

されている方が 11 名である。今後も他事業所との連携は不可欠である。  

令和 2年 3 月 31日現在 

 非該当 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 

男 1人 2人 0人 0人 0人 0人 

女 1人 9人 3人 4人 0人 0人 

計   2人      11人 3人 4人 0人 0人 

＜待機者＞ 

令和 2年 3月末日での待機者  10名(うち夫婦 3組) 

待機者については、常時 10名程度である。空き状態が発生した時に、すぐに入

居希望の方がいないのが現状となっている。又、有料老人ホーム、高齢者賃貸

住宅、介護付き住宅など多種な高齢者専用住宅も増加し、見学や問い合わせが

入居に繋がらないことも多くなっており厳しい現状となっている。 

今後もより一層の広報活動や、他事業所との連携、情報交換を行っていきたい。 

地域資源を活用することについては継続してティータイムや、地域での行事・

イベントなどの情報収集を行い、1人でも多くの参加者が興味を持って頂けるよ

うに職員で連携しながら、閉じこもりにならないように支援していきたい。 


